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取組み概要

【取組み全体像】

基礎情報の調査結果及び有識者のご意見を踏まえて、プロジェクト案を導出した

大阪市の
プロジェクト案
を導出

プロジェクト案
初期仮説構築

調査結果

プロジェクトの候補地

プロジェクトに参画しうる企業

水素アプリケーションの導入可能性・課題

プロジェクトの創出手法 等

有識者のご意見

学識経験者や水素・燃料電池関連企業
へのヒアリング

有識者会合



無断転載・複製禁止4

プロジェクト素案の概要と実証要素

【プロジェクト素案（1/2）】
エネルギーの面的利用や地産地消を目的に、複数のプロジェクト案を検討した

プロジェクト素案概要
実証内容

輸送 供給 利用製造

業務用FC（地域再エネ水素
ステーション等）

分散型コジェネとしてエネルギー
マネジメントやP2P取引に活用

小型化・
BCP運用モデル構築

家庭用定置型FCをネット
ワーク接続し、地域の電
気や熱融通と組合わせて
活用

業務集積地や新規開発
地域にて業務用FCを活
用効率的な熱電併給や
BCP強化を推進

エネルギー
面的利用

BCP対応

物流拠点の
低炭素化

未利用
資源活用

配管やディスペンサー等
の構内インフラより、水素
モビリティや業務用FCに
水素を供給、利用

下水汚泥由来バイオガス
等から水素を製造、FC
パッカー車や業務用
SOFCにて利用

FCパッカー車

業務用FC

バイオガス 運用最適化・小型化

改質効率改善・需要に
応じた最適なガス利用
システム構築

FCﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、
ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ 等

業務用FC

改質・精製
装置

水素アプリの集中導入によ
る特定エリアの低炭素化

1

2

3

4

家庭用FCガスグリッド （オンサイト改質）

水素
ステーション

圧縮水素
トレーラー

副生水素等
配管・

ﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ

構内インフラの構築・
埋設の高圧、付臭無

配管輸送

バイオガス由来水素に適
したFCの開発

（場所により近隣の
水素ステーション仲介）

配管

配管

凡例

実証要素

ガスグリッド

ガスグリッド

（オンサイト改質）
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2025年の夢洲での水素利活用イメージ

【プロジェクト素案（2/2）】
中長期の視点として、夢洲における水素利活用可能性も検討した

万博・IR（第1期）ひかりの森
プロジェクト

神戸

大
阪
市
街
地

H2

低炭素水素

咲州

H2 

バイオガス
由来水素

関
空
へ

舞洲

パビリオン

電気融通

メガソーラー

水素製造・
貯蔵設備

純水素
FC

蓄電池
水素グリル
（飲食店内）商業施設

純水素
FC

電気融通

FCドローン

FC建機
（建物建設
機械等
として）

FCトラック

FCトラム

水素貯蔵設備

水素ステーション

FCバス

FCフォークリフト

FC船

屋内ディスペンサー

コンテナターミナル

熱融通

熱融通

水素利活用によるエネルギー
利用の低炭素化

2EMSと水素を用いた再エネ中心の
自立分散型エネルギーシステム構築

3

FCパッカー車

水素トレーラー
等にて輸送

水素トレーラー等にて
輸送

淡
路
島

風力より水素製造、

水素トレーラー等にて
輸送

先進水素アプリのショーケース
1



2019年度の取組み
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プロジェクトの進捗度合いに応じた今後の検討

【今後について】

検討の進捗度合いに応じ、段階的に各案の検討・具体化・立上げを進める

調査・検討

具体化

立上げ

PJ案
検討段階

2018年度
PJ素案を検討開始

プロジェクト化

（実証事業、研究開発事業等）

 PJ案具体化準備
 関係省庁等と意見交換

 FSやヒアリング
 意見交換会実施

 PJ予算確保
（国プロ応募等）

 PJ案具体化準備
 PJ予算確保
（国プロ応募等）

水素関連産業集積
 県内、地域内の企業間
連携基盤強化

 PJ案を複数創出
 基礎調査実施

 実証内容・場所、関連
企業、PJ創出手法

 ヒアリング実施

 意見交換会実施

 PJ案を更新
 実証要素・成立要件検
討

 意見交換会実施

新規PJ案模索
有力企業探索

 PJ案を更新
新規PJ案模索
有力企業探索

商業展開の支援施策
具体化

2019年度
PJ案追加 、順次具体化

2020年度
PJ創出、商業展開支援策具体化

引続き先進的
技術等の新
規アイデアを
反映

大阪市内およ
び周辺地域の
企業・大学や
国を巻込む

商業化及び
他地域への
横展開

2021年度
以降

取組み状況一部ご紹介



プロジェクト具体化に向けた取組み事例ご紹介：
→ NEDOの「地産地消型水素製造・利活用
ポテンシャル調査」に応募

8
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背景及び目的

【2. 調査の概要： 背景及び目的】
低炭素かつ原料多様といった水素の特徴を活かせる地産地消モデル確立を目指す

 2018年7月に閣議決定された「エネルギー基本計画」では、エネルギー供給の安定化、地球温暖化問題、
産業競争力の強化等の課題解決に向けた水素利活用の推進を明記

 実際に、水素基本戦略の決定、水素・燃料電池ロードマップ改定等で地域資源を活用した水素サプライ
チェーン確立の必要性に言及し、国として水素利活用に向けた取組みを後押し

 しかし、水素利活用に係る市場は黎明期にあり、水素製造・供給インフラもコスト面が課題であり、実現可
能性ある水素地産地消モデルの確立が必要

 モデル確立においては、既存の地産エネルギー有効活用方針と連携した検討が望ましい

 例えば、下水道分野では下水汚泥の資源・エネルギー利用を推進する「下水道イノベーション～“日本産資源”創出戦
略～」が一つのプロジェクトとして掲げられ、流入下水のエネルギーポテンシャルの有効利用が掲げられている。

 また、「新下水道ビジョン加速戦略」では、下水道インフラをエネルギー回収拠点と位置付け、下水汚泥のみならず、地
域バイオマスステーションとして活用していくことが進められている

 大阪市内における、水素地産地消モデルの姿を明らかにする

 水素の製造及び利活用ポテンシャルを明らかにする

 水素源として、下水バイオマス等の地域資源活用の観点をもって検討を進める

 各種ポテンシャルに基づき大阪市において想定される地産地消モデルを複数検討する

 各モデルの水素供給コストやCO2削減効果を分析する

 導き出した水素地産地消モデルの実現にむけて、必要となる取組みを整理する

背景

目的
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調査の流れ

【2. 調査の概要： 調査の流れ】
水素需給ポテンシャルに基づく水素地産地消モデル案とその実現可能性を検討する

③地産地消モデルの実現可能性検討

①水素製造ポテンシャルの調査

②水素利活用ポテンシャルの調査

水素製造
可能性検討

 机上調査やヒアリングを
通じて、想定水素製造シ
ステムを調査・整理

 水素製造可能量を検討

 水素製造コストを分析

導入に向けた
課題を整理

 技術面・制度面双方の課
題を整理し、対応策検討

 適宜、導入先施設にヒア
リングし、導入意向や課
題を確認

水素利活用
可能性検討

 机上調査やヒアリングを
通じて、想定水素アプリ
導入先を調査・整理

 水素需要量を検討

 求められる水素の価格
水準を分析

導入に向けた
課題を整理

 導入に向けた課題を整
理し、対応策を検討

 適宜、導入先施設にヒア
リングし、導入意向や課
題を確認

地産地消モデルを抽出

 ①②の検討結果に基づ
き、水素の地産地消モデ
ルを検討・整理

 サプライチェーン全体の
水素供給コストやCO2削
減効果を検討

モデル成立要件を整理

 モデル創出に向けた
課題と対応策を検討し、
アクションプランを検討

 適宜、想定事業実施主
体にヒアリングし、モデル
の実現可能性について
意見交換

地産地消
モデル
創出へ
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検討体制（各者の役割）

＜参考： 目標達成に向けた検討体制＞

各専門性を集約し、地産地消モデル構築の効果分析や技術的検証を着実に実施

デロイトトーマツ
コンサルティング合同会社

三菱化工機株式会社
（再委託先）

大阪市
（協力自治体）

 水素製造・利用ポテンシャル
調査・整理

 机上調査やヒアリング調査実施

 水素地産地消モデル検討

 水素供給コストやCO2削減効果
を分析

 実現可能性や実現に向けた施策
案を検討し、各検討結果の資料
化を主導

 水素製造技術の検証を支援

 バイオガス改質の技術的実現可
能性や要件を検討

 実証・事業化を見据えた設備
規模や性能検討を支援

 システム導入を見据えた設備構
成や規模・性能等の基本設計を
検討

 モデル構築候補地・施設の
検討支援及び橋渡し

 実際の下水処理施設やごみ処
理施設に係る情報を提供

 大阪市として目指す、水素利活
用拡大や廃棄物有効活用の方
向性を検討に反映

役割

強み

 官公庁・企業向けに、水素利
活用モデルの検討実績豊富

 新エネルギー（水素やバイオ燃
料）の導入可能性の定量・定性
的検討実績多数

 昨年度の大阪市における水素
関連調査を実施、知見蓄積

 下水事業や下水汚泥からの
水素製造技術に精通

 B-Dashプロジェクト等を通じて、
当該技術分野のノウハウ蓄積

 水処理設備を多数取扱い

 大阪市における汚泥処理施設の
運用・保守実績もあり

 既存の、水素分野における産
学官連携基盤

 H2Osakaビジョン推進会議を基
盤に、府市連携で、水素需要拡
大に向けた協議や啓発等を実施

 周辺地域含む主要組織・企業と
のネットワークあり

 大阪における水素利活用検討状況を共有済 （H2Osakaビジョン推進会議に参加等）
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水素サプライチェーン検討の基本方針（案）

【4-1. 地産地消モデル案： 検討の基本方針】
水素を利活用し、新たなエネルギー循環の構築やエネルギー源の多用化を推進する

太陽光・風力発電等の導
入ポテンシャルは限定的

他方、下水汚泥や生ごみ
のポテンシャルは高い

更なる有効活用や、FIT後
のバイオガス利活用方針
の確立が必要

輸送・供給 利用製造

水素STは複数あり、都市
ガス網も整備されている

他方、都市部で水素貯蔵
用の面積を確保するのは
困難

夢洲はインフラの新規開発
検討余地あり

人口密集地の特性を活
かし、静脈からの未利用
エネルギーを活用し、水
素製造する可能性を検討

廃棄物処理という副次効
果を獲得しつつ、中規模プ
ラントを分散設置すること
で低コスト化を見込む

既存設備を有効に活用し
つつ、必要に応じて水素
吸蔵合金等の新たな供
給インフラ活用も視野に
て、可能性を検討

全国有数の一大需要地
であり、一般的なエネル
ギー需要あり

大阪特有の需要は船舶
であり、関連産業も集積

ただし、小型モビリティは
蓄電池による電動化傾向

FCバス、FCパッカー車等
を都市交通インフラとして
導入する可能性を検討

同時に、水都大阪における
船舶、市域内大手メーカー
が開発しうる建機等、大阪
特有のアプリケーション開
発可能性を掘り起こし

大阪市の
現状

地産地消
モデル
検討方針
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既存設備を有効に活用

大阪特有の
アプリケーション開発

都市交通インフラとして導入

13

検討方針に基づく地産地消モデルイメージ

【4-1. 地産地消モデル案： モデルイメージ － 概要】
下水汚泥や生ごみ由来の水素を周辺地域の多様な水素アプリケーションで利用

ガス利用

新たな供給インフラ活用
も視野

手法
 屋内ディスペンサー、作業動
線上の供給設備設置、施設
内地中配管 等

キャリア
 吸蔵合金、アンモニア等

廃棄物回収

静脈からの未利用エネルギーを活用

水素

下水汚泥 メタン

生ごみ

バイオ
ガス

都市ガス
グリッド

水素
ステーション

トレーラー /
カードル等

需給に応じて
地産資源を
柔軟に活用

FC
フォークリフト

FCパッカー

FCタクシー、
FCバス

定置型FC
（改質型PEM / SOFC）

FC船舶、
FC建機

定置型FC
（純水素 / SOFC）

近隣地域水素
（副生 / 輸入水素等）

凡例

地産地消モデル検討方針（前述）

電熱
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地産地消モデルイメージ

＜参考： 地産地消モデルイメージ＞

水素製造・利活用ポテンシャルの検討を通じて地産地消モデルを具体化する

夢洲

① 低炭素水素
供給モデル

 未利用の下水汚泥由来バイオガス
から低炭素水素を製造し、既存の
水素ステーションにおいて供給

③ オンサイト
処理モデル

 夢洲で生じた廃棄物を水素化し、
島内の移動用燃料や熱電供給源と
して活用

② 地域資源
循環利用モデル

 未利用の下水汚泥由来バイオガス
から水素を製造・貯槽し、廃棄物処
理施設の自産自消促進

凡例

:環境事業センター

:焼却工場
:下水処理場

:ごみ処理管轄区域

:水素ステーション



今後に向けて
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プロジェクト立上げ・拡大イメージ

【今後に向けて】

皆さまと一丸となって水素利用拡大につながるプロジェクトの創出を推進して参りたい

大阪市をフィールドとした
プロジェクトを複数創出

関西地域で活躍する
多くの産学官プレイヤーと連携

水素エネルギー産業で
存在感を発揮する大阪の実現に貢献

（東西二極の一極として
日本の成長をけん引）

大阪の水素産業発展に貢献

水素プロジェクト案のブラッシュアップや新たなアイデアの検討等、
是非とも取組みに参画頂きますよう、宜しくお願い致します

定置型燃料電池

集合住宅 オフィス 燃料電池鉄道

燃料電池船舶
再生可能
エネルギー

定置型燃料電池




